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(論文内容の要旨)

ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄの広帯域化を背景に,高晶質ｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞｻ-ﾋﾟｽへの要

求が高まっており,中でも,増加し続けている商用利用においては,特に高い

ｻ-ﾋﾞｽ晶質が求められる.高品質なｻ-ﾋﾞｽを安定的に提供するためには,

ｻ-ﾋﾟｽ晶質管理が非常に重要であり,ｻ-ﾊﾞ管理者がｸﾗｲｱﾝﾄにおける

ｻ-ﾋﾟｽ品質を正確に把握する必要がある.

ｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞｻ-ﾋﾟｽにおいて,ｸﾗｲｱﾝﾄのｻ-ﾋﾞｽ品質を判断しよ

うとした際に,走量的な品質判断基準はこれまで示されてこなかった.このた

め,ｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞでのｻ-ﾋﾞｽ品質判断は,管理者の経験や勘に任される傾

向があり,ｻ-ﾋﾞｽ品質判断が-定しないという問題があった.この背景には,

ｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞ通信やｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝにおける詳細な内部解析が困難である

ことが挙げられる.ｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞｻ-ﾋﾟｽでは商用ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝが主導

的であり,実装の核になる部分の仕様については非公開となっている.通信手

順や制御方式が部分的に非公開であることに加え,複雑な内部構造となってい

るため,出力される多数のﾛｸﾞ項目と実際のｻ-ﾋﾞｽ晶質とが直結しにくい.

また,実運用環境での利用を想定した場合,観測装置の設置,観測負荷による

制約があるため,ｸﾗｲｱﾝﾄ側での状態惜報を直接収集することは困難であ

る場合が多い.

本研究では,ｸﾗｲｱﾝﾄにおけるｲﾍﾞﾝﾄやﾌﾚ-ﾑﾚ-ﾄ変動を基準と

する視聴品質に即したｻ-ﾋﾞｽ品質の客観的判断基準を設定し,ｻ-ﾊﾞ側でｱ

ﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝから得られる限られた情報から,ｻ-ﾋﾞｽ串質およびﾈｯﾄﾜ

-ｸの状態を把握するための手法を示した.ｻ-ﾊﾞで得られる出力と,ｸﾗｲ

ｱﾝﾄにおけるｻ-ﾋﾟｽ品質,.ｻ-ﾋﾟｽ品質に影響を与えるﾈｯﾄﾜ-ｸ環境



の関係を明らかにすることにより,個々のｸﾗｲｱﾝﾄに対するｻ-ﾋﾟｽ品質

とﾈｯﾄﾜ-ｸ経路の状態をｻ-ﾊﾞ側■で定量的に判断することが可能となった.

これにより,管理者の主観に左右されず-定のｻ-ﾋﾟｽ品質判断を行うことが

でき,複数の拠点に分散しているｼｽﾃﾑにおいても統-的なｻ-ﾋﾟｽ品質管

理を実現できる.また,本研究で得られた結果から,これまで分析困難とされ

てきた仕様が非公開であるｼｽﾃﾑや,詳細な観測が難しい実運用環境下での

ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境においても,限定的な外部情報を分析することによって新た

な情報を抽出可能であることを示した.



氏名 寺田直美

(論文審査結果の要旨)

本論文は,ｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞ配信ｼｽﾃﾑにおけるｻ-ﾋﾞｽ品質把握技術として,ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘ

ｹ-ｼｮﾝでの客観視聴品質評価とｻ-ﾊﾞ側でのﾈｯﾄﾜ-ｸおよびｻ-ﾋﾞｽ品質推定技術に焦点を

あて,既存ｼｽﾃﾑの限界点を明らかにした上で,運用時に得られる情報から配信状態を高精度に推定

するための手法を提案,評価を行い,品質判断基準を明らかにした.

提案した品質評価推定技術では,ｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝにおける再生状態情報から視聴品質

に即した品質評価を行い,ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境とｻ-ﾊﾞｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝの状態情報との相関を分析する.

ことで,ｻ-ﾊﾞで得られる限られた情報から,個々のｸﾗｲｱﾝﾄにおけるｻ-ﾋﾞｽ品質とﾈｯﾄﾜ-

ｸ状態の判断を実現した.

本論文の成果は以下に要約される.

1.ｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞｻ-ﾋﾞｽ品質評価として,ｸﾗｲｱﾝﾄにおける視聴品質に即した再生品質の評価

基準の設定に焦点をあて,ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを介した配信において発生する品質劣化現象に着目した.ｽ

ﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝでは,ﾈｯﾄﾜ-ｸ上でのﾊﾟｹｯﾄﾛｽや遅延により,再生時のﾌﾚ-

ﾑ欠落による品質劣化や,再送ｲﾍﾞﾝﾄの発生による再生中断が起こる.既存研究による評価は,ﾈｯ

ﾄﾜ-ｸ転送を前提としていない評価方式では,ﾊﾟｹｯﾄ転送状態による影響が考慮されておらず,再

送ｲﾍﾞﾝﾄ検出のみによる評価方式では,ﾌﾚ-ﾑ欠落による視聴品質の影響を柵粒度に反映すること

ができないという間題があった.

本研究ではｸﾗｲｱﾝﾄｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝにおける再生ﾌﾚ-ﾑﾚ-ﾄ変動に着目し,再生中のﾚ-

ﾄ変動ﾊﾟﾀ-ﾝに基づく複数の指標値を設定し,主観評価との比較を行った.その結果,再送ｲべﾝﾄ,

ﾌﾚ-ﾑ欠落に加え,連続的なﾌﾚ-ﾑ欠落を評価に取り入れることによってｴﾝﾄﾞﾕ-ｻﾞ視聴感に即

した視聴品質評価値を得ることができた.

2.課金時などに必要となるｻ-ﾋﾞｽ品質管理において,既存のｻ-ﾋﾟｽ品質収集手法では,運用時の

収集が困難であったり,得られる品質情報の精度に間題があった.加えて,現在ｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞで使用

されるｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝの多くは,仕様が公開されていない商用によるものが主導的であるため,内部

的な解析については分析ｺｽﾄの高さが指摘されてきた.提案手法では,ｻ-ﾊﾞｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝから一

得られる配信ﾛｸﾞ情報のうちﾃﾞ-ﾀﾊﾟｹｯﾄ受信情報において,ﾈｯﾄﾜ-ｸ環境,ｸﾗｲｱﾝﾄにお

けるｻ-ﾋﾞｽ品質評価値との相関分析を行った.その結果,ｻ-ﾊﾞﾛｸﾞの再送ﾊﾟｹｯﾄ割合から,ｸﾗ

ｲｱﾝﾄにおけるｻ-ﾋﾟｽ品質の微紳な劣化から長時間の再生中断に至るまで段階別に判断するため

の指標を得ることができた.また,各ｸﾗｲｱﾝﾄに至るﾈｯﾄﾜ-ｸ経路上のﾊﾟｹｯﾄ転送状態を,

再送,喪失ﾊﾟｹｯﾄ割合から推測することを可能にした.

以上のように,本論文はｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞにおけるｻ-ﾋﾟｽ品質評価において,ﾈｯﾄﾜ-ｸ配信に適し

た新たな塞準を提示し,ﾈｯﾄﾜ-ｸ,ｸﾗｲｱﾝﾄｻ-ﾋﾟｽ品質,ｻ-ﾊﾞ情報の3点で得られる情報

を分析することによって,ｻ-ﾊﾞ側での情報把握のための基準を提示した.提案方式はｼｽﾃﾑの内部

的な解析を必要とせず,ｽﾄﾘ-ﾐﾝｸﾞをはじめとする商用のﾌﾞﾗｯｸﾎﾞｯｸｽｼｽﾃﾑの分析におい

て有効性を提示した.今後このように内部的な分析が困難なｼｽﾃﾑは増加すると考えられ,本論文に

よる貢献は大きいといえる.よって本論文は博士(工学)の学位論文としてふさわしいものと認める.


